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海外情報

スペインの養豚産業の現状および輸出戦略

調査情報部　国際調査グループ

１　はじめに

　日本に輸入される冷凍豚肉は、EU産の割合が高く、中でもスペインが最大の輸入先であ
る。同国は、EU域外向けの輸出需要を背景に生産量が増加傾向で推移しており、2021年に
はドイツを抜いてEU最大の豚肉生産国になった。同国の豚肉生産量増加の背景には、インテ
グレーション（垂直統合）の進展と豚肉需給バランスの維持のために輸出を強化したことが
挙げられる。一方で、生産増を支えた中国向けが減少する中で、輸出先の多様化が課題とさ
れている。

【要約】

日本は、毎年、約90万トンの豚肉（部分

肉ベース）を輸入しているが、輸入豚肉には

冷蔵品と冷凍品があり、そのうちの半分強は、

加工・業務用として用いられることが多い冷

凍品である。短期間での輸送が求められる冷

蔵品の９割以上は輸送期間が２週間程度のア

メリカやカナダなど北米産を中心としている

のに対し、長い輸送期間（１カ月程度）でも

取り扱いが可能な冷凍品は、日本の豚肉加工

の規格に対応した技術を有するスペインやデ

ンマークなどEU産の割合が高い。

日本におけるEU産豚肉の輸入は、長年に

わたってデンマークが最大の輸入先であっ

た。2011年にはデンマークの７分の１以下

しかなかったスペインからの輸入量は、18

年以降はデンマークを抜いてEU最大となっ

ている。現在、スペインはEU加盟国の中で

EU域外向け豚肉輸出量第１位の国であり、

20年９月のドイツでのアフリカ豚熱発生以

降（注１）、同国産の代替として中国向けの輸出

量も大幅に増加している。輸出量の増加と相

まってスペインの豚肉生産量も増加傾向で推

移し、21年には、ドイツを抜いてEU最大の

豚肉生産国になるなど、著しい成長を遂げて

いる。

本稿では、豚肉の生産量および輸出量の増

加が著しいスペインの養豚産業の現状および

輸出戦略などについて報告する。なお、本稿

中の為替レートは、１ユーロ＝138.20円（注２）

を使用した。

（注１）　海外情報「野生イノシシで初のASF発生（ドイツ）」
（h t t p s : / / w w w . a l i c . g o . j p / c h o s a - c /
joho01_002771.html）を参照されたい。

（注２）　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月末・
月中平均の為替相場」の2022年３月末TTS相場。
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２　スペインの養豚産業の概要

（１）養豚産業の位置付け

欧州委員会によると、スペインの豚肉生産

は、同国の農業生産額の17%を占めており、

畜産部門では43%を占める最大の産業であ

る。スペイン農業食料環境省（MAPA）に

よると、EU域外（特に中国や東南アジア諸国）

向け輸出需要の増加もあり、同国の豚肉生産

量は増加している。これに伴い、同国の豚肉

自給率は2018年に170.9%に達しており、

輸出は豚肉の需給バランスの維持に不可欠な

要素となっている。

同国の豚肉生産は、図１の通り、アラゴン

州やカタルーニャ州など北東部に集中してい

る。また、生産者などの多くが北東部の農村

部に集中しているのも特徴的である。なお、

日本でも知られているイベリコ豚は、ポルト

ガルと国境を接する西部のエストレ・デゥー

ラ州やカスティーヤ・イ・レオン州、南部の

アンダルシア州で飼養されており、この３州

で飼養頭数の９割以上を占めている。

（２）養豚産業の特徴

スペインの養豚産業の特徴としては、企業

によるインテグレーション（垂直統合）の進

展が挙げられる。現在では、豚肉生産量の約

65%がインテグレーターによる生産と言わ

れている。

インテグレーションには、ハムなどの加工

品製造会社が生産者などの上流を統合してい

くケース（前方垂直統合）と飼料会社が生産

者、と畜場や加工処理の下流まで統合するケ

ース（後方垂直統合）がある。インテグレー

ターの多くは、飼料供給から獣医サービス、

経営診断などの事業を同一組織内で展開して

おり、さらに独自のと畜場や食肉処理場を有

している場合が多い。また、インテグレータ

図１　主要州別の飼養頭数割合分布図（2020年）
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資料：スペイン農業食料環境省「EL�SECTOR�DE�LA�CARNE�DE�CERDO�EN�CIFRAS」より農畜産業振興機構作成
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ーと生産者の間では、子豚や肥育豚の供給に

関して２～５年の長期契約を締結しているこ

とが多い。

第二次世界大戦で被災した西欧諸国に対す

るアメリカの復興援助計画の下、畜産の拡大

が推進されていたデンマークやドイツに比べ

て、スペインは当時の政権下では他の欧州諸

国から隔離されている状況であった。同国で

インテグレーションが進展した背景には、同

計画の対象にならなかったことなどから、生

産に後れを取っていたことが影響している。

このことに着目したカタルーニャ州の飼料会

社が、養豚分野でインテグレーションが進ん

でいた米国の方式を参考に、養豚企業と契約

したことが同国のインテグレーションの始ま

りとなり、その後、この方式を模倣して全国

に広がったとされている。

インテグレーションは、特に豚肉価格の低

迷時などに推進され、繁殖からと畜、加工処

理、さらに輸出までのバリューチェーン（価

値連鎖：原料調達から生産～販売までの流れ

を構成する要素）が統合されていった。中でも、

インテグレーションで注目されるのは、子豚

の輸入依存度を下げるために繁殖部門をバリ

ューチェーンの中に取り込むことであった。

さらに、同国は飼料原料となる穀物のほと

んどを輸入に頼っており、飼料価格が輸入穀

物価格の変動に大きく左右されていた。この

ため、飼料会社は供給先を統合し、バリュー

チェーン内の効率を高めることで、コストの

削減を図った。スペイン飼料工業連盟

（CESFAC）によると、現在、養豚用飼料の

60 ～ 65%はインテグレーターの下で製造

されているとしている。

このほかに企業がインテグレーションを進

める理由の一つとして、将来の収入およびコ

ストが見通せることが挙げられる。また、同

国では、独立している繁殖農家が、安定した

収入と引き換えに経営の独立性を放棄するこ

とは、必ずしもマイナスにはならないとされ

ており、こうした生産者の意識も理由の一つ

として挙げられる。

なお、フランスの投資会社によると、最近

では、食肉処理と二次加工を統合する企業が

台頭してきており、大手企業は、食肉処理加

工にいち早く着手すると同時に、加工部門で

のリーディングカンパニーの地位を目指す企

業が増えている。

３　豚肉の生産動向

（１）養豚農家戸数

MAPAによると、2020年の養豚農家戸数

は８万8437戸（前年比2.4%増）と前年を

上回ったものの、11年の９万3007戸から

4570戸減少（4.9%減）した（表１）。

養豚農家を規模別に見ると、この10年間

で小規模農家の減少度合いは大きい一方、大

規模農家は増加している。また、近年の豚肉

生産量の増加に伴い、20年は引き続き小規

模農家戸数が減少する一方、中規模農家戸数

は増加した。
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（２）飼養方法

MAPAでは、養豚農家を三つの区分に定

義している（表２）。2020年の養豚農家戸

数のうち、非集約飼育農家が１万4598戸（全

体のうち16.5%）、集約飼育農家が６万

8836戸（同77.8%）、混合農家が1240戸（同

1.4%）であるが、非集約飼育農家の割合は

増加傾向にある（表３）。また、非集約飼育

および集約飼育の要件は省令で制定されてい

る。

小規模農家 グループ1 グループ2 グループ3 その他 全体

2011年 22,288 20,163 7,575 1,582 41,399 93,007

2012年 20,919 18,710 7,683 1,634 40,246 89,192

2013年 21,028 18,378 7,768 1,655 38,443 87,272

2014年 19,958 17,814 7,754 1,682 38,241 85,449

2015年 19,710 18,020 7,907 1,737 39,178 86,552

2016年 19,395 18,338 8,130 1,855 39,835 87,553

2017年 18,478 18,043 8,253 1,929 39,938 86,641

2018年 18,085 18,107 8,508 2,033 39,882 86,615

2019年 17,346 18,258 8,694 2,152 39,910 86,360

2020年 16,123 18,188 9,324 2,126 42,676 88,437

表１　規模別の農家戸数の推移

資料：スペイン農業食料環境省
注１：��集約飼育および混在農家（集約飼育と非集約飼育を組み合わせた飼育）の場合には小規模農家（～５頭）、

グループ１（～120UGM）、グループ２（120～480UGM）、グループ３（480～720UGM）、非集約飼
育農家の場合には小規模農家�（～５頭）、グループ１（～120UGM）、グループ２（120～360UGM）、
グループ３（360～720UGM�）。

注２：その他は、肥育豚の飼育頭数が３頭以下であり、繫殖は行わない自家消費を目的とした農家。
注３：��大家畜単位�(unidad�ganadera�mayor：UGM)とは、統計で使用される比較可能な家畜頭数の単位であり、

スペインで使用される大家畜単位は、集約飼育および非集約飼育に関する法令で定められている。集約
飼育農家の場合50～120キログラムの豚１頭で0.14UGM、非集約飼育農家の場合、0.16UGM。

（単位：戸）

区分 定義

非集約飼育農家 年間を通じて主に放牧により家畜が飼育され、経済的・環境的な面
で地域の基盤を維持することができる飼育システム

集約飼育農家 （１ヘクタール当たり15頭の飼育密度を超える）屋内飼育システム

混在農家 非集中飼育農家と集中飼育農家が混在した農家

表２　養豚農家の区分

資料：スペイン農業食料環境省
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（３）飼養頭数および方法

MAPAによると、豚の飼養頭数は増加傾

向で推移し、2015年にはドイツを抜いて

EU最大の豚飼養国となった。豚飼養頭数は

07～ 13年にかけて2500万～ 2600万頭程

度で推移していたが、14年に前年比4.2%増

とやや、15年には同6.8%とかなりの程度増

加した（表４）。その後も豚飼養頭数は年々

増 え 続 け、20年 は3267万6000頭（ 同

4.6%増）と前年をやや上回った。繁殖雌豚

の増頭に加え、雌豚の繁殖性が向上したこと

により、子豚の飼養頭数が増加し、全体の豚

飼養頭数の増加につながったと考えられる。

区分
年 非集約飼育 集約飼育 混在 合計

2011年 13,867 74,855 2,321 93,007

2012年 13,566 71,700 2,026 89,192

2013年 13,783 69,564 2,003 87,272

2014年 13,766 68,212 1,404 85,449

2015年 13,984 68,801 1,499 86,552

2016年 14,282 69,370 1,558 87,553

2017年 14,213 68,980 1,511 86,641

2018年 14,484 68,579 1,490 86,615

2019年 14,555 68,193 1,486 86,360

2020年 14,598 68,836 1,240 88,437

表３　区分別養豚農家戸数の推移

資料：スペイン農業食料環境省
　注：合計には、自家消費を目的とした農家などを含む。

（単位：戸）

年・区分 総飼養頭数
子豚〜 20kg 豚20 〜 50kg 豚50kg 〜 繁殖雄豚 繁殖雌豚

2011年 25,635 6,928 5,888 10,371 44 2,404

2012年 25,250 7,085 5,735 10,142 38 2,250

2013年 25,495 7,055 5,592 10,559 36 2,253

2014年 26,568 7,880 6,010 10,284 36 2,358

2015年 28,367 7,910 6,595 11,358 38 2,466

2016年 29,231 8,100 6,397 12,285 33 2,415

2017年 29,971 8,365 7,058 12,062 31 2,454

2018年 30,804 8,551 6,897 12,827 29 2,501

2019年 31,246 8,341 7,020 13,281 27 2,577

2020年 32,676 8,377 7,561 14,136 27 2,575

表４　スペインにおける豚飼養頭数の推移

資料：スペイン農業食料環境省
　注：総飼養頭数と内訳の合計は、四捨五入の関係で一致しない。

（単位：千頭）
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スペイン養豚生産者団体によると、養豚の

生産システムには生産サイクル全体を一つの

施設で行うクローズドサイクルのシステム

（表５）と、生産段階（繁殖、育成、肥育）

ごとに異なる施設で飼育を行うシステムの二

つのタイプがある。

飼養管理は、トウモロコシなどの穀物を

個々に与える形から、バランス良く必要な炭

水化物やたんぱく質、ビタミンなどを摂取す

ることができる配合飼料を用いる形に変わり

つつある。また、国内には750の配合飼料

工場（このうち20%はカタルーニャ地方）

があり、家畜のライフサイクル段階に合わせ

た配合飼料が製造されている。19年の配合

飼料生産量は2625万トンであり、このうち

42%に当たる1105万トンが養豚用として

使用された。

なお、養豚業の多くは前述の通りインテグ

レーションが進展しており、飼料製造まで含

まれるケースがほとんどである。そのため、

インテグレーションに参加している養豚農家

には、インテグレーターから飼料が供給され

る。

CESFACによると、養豚用向け飼料の60

～ 65%はインテグレーター向けに製造され

ており、残り20%が協同組合向けに、15～

20%が独立農家向けに製造されている。

しかし、スペインでは主に養豚用配合飼料

に用いるトウモロコシや大豆などの飼料穀物

原料が国内では十分に供給できないため、輸

入に頼っているのが現状である。

（４）品種

スペインで飼養される豚は、白豚と総称さ

れる三元豚がほとんどであり、スペイン白豚

生産加工者協会によると、日本と同様に大ヨ

ークシャー種、ランドレース種、デュロック

種（止め雄）が中心となるが、ピエトレン種

（止め雄）なども用いられている。

また、2020年12月時点で飼養されてい

る豚の11%がイベリコ豚であり、MAPAの

家 畜 の 品 種 一 覧 に は 五 つ の 品 種

（Entrepelado、Lampiño、Jabugo、

Retinto、Torbiscal）がイベリコ豚として

掲載されている（図２）。

区分 内容

繁殖エリア 繁殖用母豚の発情を促し、人工授精や交配を行うエリア。

妊娠エリア 妊娠後、分娩の１週間前（妊娠後107日目）まで母豚を収容するエ
リア

出産エリア
出産のためエリア。子豚は離乳期（分娩日から21 〜 28日後）まで
母豚と一緒に出産エリアで過ごす。離乳を終えた子豚は育成エリア
に移動。

育成エリア

離乳期（生後21 〜 28日、体重６〜８キログラム）から肥育期（生
後60 〜 80日、体重20 〜 30キログラム）に成長するまで子豚を集
団で飼育するエリア。育成エリアの子豚は、高品質で消化率の高い
原材料を使用した飼料を摂取する。育成エリアで過ごす最初の数日
間は、熱源（スポットライトや床暖房）を用いるのが一般的。

肥育エリア
育成エリアから移動してきた豚が、出荷体重に達するまで肥育を行
うエリア。肥育された豚は、生後170 〜 190日で出荷体重（100
キログラム）に達するまで過ごすエリア。

表５　クローズドサイクルの施設別内容

資料：ANPROGAPORより農畜産業振興機構作成
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なお、イベリコ豚については、ロイン、ハ

ム、肩ロース、枝肉の品質基準に関する勅令

（王室令第４/2014号）の下で、飼育方法や

品種に基づいたクラス分けが規定されてい

る。まず、イベリコ豚は飼育方法によって、

（１）ベジョータ（DeBellota）：２～３カ

月モンタネラ（ドングリと牧草だけで過ごす

放牧）を行った後に、14カ月齢以上でと畜

（２） セ ボ・ デ・ カ ン ポ（Decebode

campo）：放牧で飼育されるが配合飼料も同

時に与えられ、12カ月齢以上でと畜（３）

セボ（DeCebo）：集約飼育で配合飼料によ

り飼育され、10カ月齢以上でと畜－に分類

されている。さらに、品種に基づき、製造さ

れた製品の表示に（１）100%イベリコ：イ

ベリコ品種100%の血統を指し、両親も

100%の血統のイベリコ豚（２）イベリコ：

イベリコ種の血統が50%以上－が明記され

る。母豚が100%イベリコ種の場合には、雄

豚として100%デュロック種を掛け合わせる

場合が多い。なお、イベリコ種の血統比率が

50%や75%の方が、成長は早いが品質が劣

るため、イベリコ種100%の血統の製品が高

品質とされている。

イベリコ豚の生ハム製品には、製品ごとに、

黒（ベジョータ100%イベリコ）、赤（ベジ

ョータイベリコ）、緑（セボ・デ・カンポ）、

白（セボ）のシールで分類されている。

（５）出荷先

食農分野を専門としたフランスの投資会社

の報告書によると、インテグレーション内の

農家の場合には、インテグレーターが子豚や

飼料の供給を行うほか、獣医サービスなどを

農家に提供し、農家は生産量に応じた報酬を

得て、飼育した豚はインテグレーターに出荷

される。

協同組合に関しては、豚肉に特化した組合

の場合には、組合が会員農家に対し、飼料や

獣医療、保険、排せつ物管理などのサービス

を提供するほか、豚肉や加工処理品を農家か

ら購入し販売を行う。協同組合ごとに制度は

異なるが、組合に所属する農家は、すべての

生産分を組合に販売する必要はない場合がほ

とんどである。

図２　総飼養頭数（イベリコ豚含む）と割合推移

資料：スペイン農業食料環境省
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（６）生産コスト

英国農業・園芸開発委員会（AHDB）が

公表した2020年のEUの豚肉生産コスト比

較を見ると、スペインは、EU平均（枝肉重

量１キログラム当たり236円）を下回る同

209円であった（図３）。調査対象国のうち、

EU域内ではデンマークに次いで低い生産コ

ストとなった。スペインは、生産費の約７割

を占める飼料費が輸入原料を中心としている

ことにより他の比較国よりも高い一方、労働

費などはEUでも低水準であることから、米

国、カナダ、ブラジルには及ばないものの、

価格競争力を確保している。

（７）環境問題などへの対応

養豚は、ふん尿に含まれる硝酸塩やアンモ

ニアの大気中への排出や温室効果ガス排出な

ど環境への影響が懸念されているため、畜産

分野における最低限の環境基準がEUレベル

で制定されている。スペインでは、EUの規

制に基づき、2000年から見直されていなか

った集約飼育養豚に関する基準を定めた省令

が20年に見直されるなど、環境面の規制が

強化された。

ふん尿管理に関しては、省令に基づき養豚

農家に対し、フェンスと防水加工を施したふ

ん尿池（自然または人工）の設置などふん尿

管理に関する要件を課しているほか、ふん尿

管理・生産計画の提出などを求めている。同

計画には、かかりつけ獣医に関する情報や、

施設に関する清掃・消毒・除菌計画、メンテ

ナンス計画のほか、廃棄物管理計画など省令

で定められた内容を含まなければならない。

温室効果ガスに関しては、養豚分野からの

排出削減に向け、小規模自家消費型の豚舎を

除く新規の豚舎に対し、大気、水質および土

壌汚染の管理を目的とした「統合的汚染予防

および制御に関する指令（96/61/EC）」の

下で制定されている「利用可能な最善のテク

ニック」の採用を省令で義務付けている。ま

た、一定規模以上の養豚場に対して、粗タン

パク質含有量を減らした多段階給餌システム

の採用や、少なくとも月1回は豚舎のふん尿

層を空にすることなどが義務付けられている。

環境問題などへの対応は、EU・国レベル

図４　牛肉輸出量および輸出単価の推移と見通し

資料：ABARES
注１：輸出量は船積重量ベース。
　２：2020/21年度は概算値。21/22年度以降は予測値。

図３　肥育豚生産コストの比較（2020年）
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での環境規制への準拠に加え、企業レベルで

持続可能性戦略を制定し取り組みを行う企業

もある。

（８）生産量

MAPAによると、2020年の豚肉生産量は

約500万トンとなった（図４）。豚肉生産量

のうち、直接消費向けが46%（約229万ト

ン）、加工用向けが54%（約272万トン）で

あった。EU全体の豚肉生産量が過去５年で

５％減少した一方で、スペインの豚肉生産量

は過去５年で15%増加した。

スペインの養豚産業の成長理由として、ド

イツの農業専門調査会社は、

（１）インテグレーションが進展し、効率

性が大幅に向上したこと

（２）人や家畜の密度が低く、豚の生産を

拡大する際に十分な土地が残っていたこと

（３）規模に応じた農家間の距離などの要

件により豚群の衛生管理が適切に行われたた

め、養豚産業の拡大に対して社会からの容認

が得られやすかったこと－などを挙げている。

スペイン国家統計局によると、20年の豚

肉加工品（ハム、肩肉、骨付き肉）の生産量

は冷蔵品が74万7800トン（前年比11.5%

減）と前年をかなり大きく下回った一方で、

冷凍品が39万4500トン（同47.4%増）と

前年を大幅に上回った（図５）。

冷蔵品は、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）に伴うロックダウンが実施さ

れた20年には大幅に減少したが、冷凍品は、

EU域外輸出に後押しされて増加傾向にあり、

今後も成長が見込まれている。

図４　用途別豚肉生産量の推移

資料：スペイン農業食料環境省
　注：枝肉重量ベース。
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図５　豚肉加工品の生産量の推移

冷蔵品

冷凍品

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2011 12 13 14 15 16 17 18 19 20

（千トン）

（年）

資料：スペイン国家統計局
　注：2020年は推定値。

畜産の情報5月号_ブック02.indb   90 2022/04/19   13:18:12



畜 産 の 情 報 　 2022. 5 91

（１）豚肉の流通経路

食農分野を専門としたフランスの投資会社

によると、スペインの豚肉の流通先はスーパ

ーマーケットが40.4%を占めるほか、郊外

に立地している大型の総合スーパーが

10.6%、ディスカウントスーパーが5.9%と、

スーパーが流通量全体の半分以上を占めてい

る。一方で、同国では食肉専門店なども根付

いており、流通先の26.8%を占めている。

なお、同国の大手スーパーマーケットのメ

ルカドーナグループは、食肉企業と主に４年

間の供給契約を結び、独占的な供給システム

を構築することで安価な価格設定を可能とし

ている。

（２）豚肉の消費見通し

MAPAによると、スペインでは、豚肉生

産量が増加している一方で、豚肉の家庭消費

量は2015年から減少傾向にある（表６）。

なお、豚肉に限らず、食肉全体の消費量も減

少傾向となっている。

20年には、豚肉を含む食肉全体の家庭消

費量が増加したが、これは、COVID-19の

影響により在宅（ステイホーム）の時間が増

加したためと考えられる。

豚肉消費量が減少する中、イベリコ豚の消

費量は増加傾向にある。これは、消費者の志

向の変化などにより、高品質な豚肉を少量ず

つ消費するスタイルが浸透してきているため

と思われる。

また、COVID-19によるステイホームの

増加により20年に一時的に増加した家庭消

費は、コロナ収束後には減少が見込まれるが、

加工肉の消費減少（13~19年の間で1.26キ

ログラム減）は、食肉全体（同7.47キログ

ラム減）よりも緩やかなペースとなっており、

今後もこのような傾向が続くと予想される。

４　豚肉の消費動向

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

食肉全体 52.71 51.03 50.14 50.14 47.6 46.34 45.24 49.86

豚肉 10.67 10.74 10.89 10.67 10.22 10.01 9.63 10.91

イベリコ豚 0.12 0.26 0.34 0.39 0.37 0.38 0.38 0.40

加工肉 12.67 11.93 11.73 11.77 11.46 11.64 11.41 12.38

表６　スペインにおける豚肉の人口当たりの家庭消費量の推移

資料：スペイン農業食料環境省

（単位：kg/人/年平均）
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EU加盟国の養豚政策を含む農業政策は、

EUの共通農業政策（CAP）の中で、農産品

市場の共通管理に関するルール（規則（EU）

1308/2013、通称CMO規則）により、流

通や政府介入などに関する制度が制定されて

いる。

また、養豚分野に関連する有機生産や動物

福祉に関するルールなども、EUレベルで決

定され、それに基づき、加盟国ではEU法に

沿った国内法が制定されている。

一方、前述の、「非集約飼育」および「集

約飼育」といった養豚形態区分はスペイン特

有のものであり、省令の下で要件などが制定

されている。

５　スペインの養豚政策など

６　スペインの輸出動向

スペインは、EU最大の豚肉輸出国であり、

2021年の輸出量は221万4374トンであった

（図６）。このうち、EU域外向けが61%、EU

域内向けが39%となり、主な輸出先は、中国、

日本、韓国などである（図７）。11年には、

EU域内向けが79%を占め、EU域外向けは

21%を占める程度であったが、ここ10年間

で中国向けなどの輸出の伸びもあり、20年に

は初めてEU域外向けの輸出量が全体の61%

を占め、EU域内向けの輸出量を上回った。

図６　EU域内外別豚肉輸出量の推移

資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：HSコード0203。
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図４　牛肉輸出量および輸出単価の推移と見通し図７　輸出先別豚肉輸出量の推移
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（１）中国向け輸出動向

2012年には、スペインのEU域外向け豚

肉輸出量全体の20%に当たる５万723トン

を中国に輸出していたが、20年には100万

トンを超え、中国向けの輸出割合はEU域外

向け豚肉輸出量の78%を占めた。この増加

の背景には、14年のウクライナ問題に端を

発したロシアによるEU産農畜産物の禁輸措

置が挙げられ、当該措置により行き場を失っ

たスペイン産豚肉の多くが中国に輸出される

こととなった。

さらに、20年９月には、ドイツで野生イ

ノシシにアフリカ豚熱の感染が確認され、中

国や日本を含む多くのEU域外諸国がドイツ

産豚肉の輸入停止措置を講じたことで、ドイ

ツの中国向け輸出量は大きく減少し、その減

少分を相殺するようにスペインの中国向け輸

出量が増加した。

しかし、中国での豚肉供給の回復に伴い、

21年の中国向け輸出量は前年比14.1％減の

86万7554トンとなった。今後も、ドイツ

産豚肉の中国向け輸出の回復の可能性や、ロ

シア産豚肉の中国向け輸出開始の可能性など

の影響を受ける可能性があり、現状のまま中

国向け輸出が成長し続けるかは不透明であ

る。

中国向けの豚肉・豚肉製品輸出の成長の背

景に関して、スペイン白豚生産加工者協会で

は、「ロシアの禁輸措置やドイツでのアフリ

カ豚熱発生などは中国向けの豚肉・豚肉製品

輸出の成長に寄与しているが、スペイン企業

や政府および関係機関による取り組みも忘れ

てはならない」とし、スペインには中国向け

に輸出が認められている処理施設が多い点を

要因として挙げている。また、輸出企業によ

る効率性の向上なども重要な要素であるとし

ている。

（２）日本向け輸出動向

2012年には、スペインのEU域外向け豚

肉輸出量全体の11%に当たる２万6390ト

ンを日本に輸出していた。18年以降は、デ

ンマークを抜いてスペインがEU最大の日本

向け輸出国となっており、21年には13万

9178トンと過去最大の輸出量を記録した。

日本向け豚肉・豚肉製品輸出の拡大の背景

に関して、スペイン白豚生産加工者協会では、

拡大要因は複数あるとし、（１）日本の消費

者のスペイン産豚肉・豚肉製品のおいしさや

品質に対する理解（２）スペイン企業の日本

進出の増加（３）日本に進出する企業の施設

近代化への投資に伴う食品安全や動物福祉の

向上（４）スペイン産豚肉のプロモーション

キャンペーンの効果（５）スペイン企業によ

る異なるニーズに対応した生産（包装など）－

などを挙げている。また、日本向けと中国向

けの豚肉について、「消費者ニーズなどに基

づいた結果、主要な輸出製品は異なる」とし

ている。

畜産の情報5月号_ブック02.indb   93 2022/04/19   13:18:13



畜 産 の 情 報 　 2022. 594

７　スペインの豚肉輸出戦略

（１）スペイン産食肉の輸出課題

スペイン食肉産業協会によると、スペイン

産食肉のEU域外向けの課題として、伝統的

に過度にEU域内の貿易に焦点を当ててきた

ため、付加価値を生み出す能力が限られた製

品に集中し過ぎた点としている。そのため、

今後は第三国への輸出の継続的拡大やより付

加価値の高い製品、他国と差別化できる加工

製品の促進が重要としている。そのためには、

新たな海外市場を開拓して輸出を多様化し、

スペイン産製品を周知させ、相手国のニーズ

に適応させることが不可欠であるとしてい

る。また、特に豚肉に関しては、近年の成長

が中国からの特例的な需要に伴うものである

ことから、市場の多様化が課題であると指摘

している。

さらに現地報道によると、スペイン産業通

商観光省は「スペインの食肉部門は、品質、

安全性、消費者への信頼提供に関しては、国

際市場で競争する能力がある」としているが、

「特定の製品や国への依存度を下げ、特定の

市場で起こりうる問題を最小限に抑えるため

には、製品レベルと地理的レベルの両方で、

輸出の多様化に取り組まなければならない」

との見方を示している。

なお、同省は、EUメルコスール貿易協定

およびEUメキシコ貿易協定がスペインの食

肉産業に有益であるとの考えを示している。

例えば、2000年に発効したメキシコとの貿

易協定では、農水産加工品で関税撤廃の対象

から除外された品目が多くあったものの、関

税撤廃品目の拡充などを目的として16年か

ら貿易協定の再交渉を行っていた。再交渉は

20年に妥結し、当時関税撤廃の対象から除

外された品目の85%が関税撤廃（豚肉はロ

ースを除いて７年以内に関税撤廃）されるこ

ととなった。また、メルコスールについては

８～ 15年をかけて豚肉と豚肉製品の貿易が

自由化され、関税割当が設けられるとしてい

る。

（２）イベリコ豚の輸出戦略

イベリコ豚協会によると、中国、メキシコ、

ドイツ、フランスにおけるプロモーション戦

略を策定中であり、「今後、有名なシェフや

レストラン・ホテル・カフェ、レストラン協

会、産業協会などと連携した取り組みを行っ

ていく予定である」としている。

（３）日本向け輸出戦略

スペイン白豚肉生産加工産業の専門職間連

携団体であるスペイン白豚生産加工者協会

（INTERPORC）によると、日本向け輸出戦

略としてスペイン貿易投資庁との共同出資の

下、2019年から豚肉と豚肉加工品のプロモ

ーションキャンペーンを日本で行っている。

同キャンペーンでは、特にスペイン養豚産業

の動物福祉水準の高さやホルモンフリー、ト

レーサビリティ確保などの点を強調してい

る。

また、同団体のキャンペーンは、主に日本

の事業者（輸入商社、小売り、食品サービス）

や消費者に対してスペイン産豚肉に関する知

名度や認識の向上を目指し、輸出強化につな

げることを目的としている。知名度や認識の

畜産の情報5月号_ブック02.indb   94 2022/04/19   13:18:13



畜 産 の 情 報 　 2022. 5 95

向上に向けて、ウェブサイトの構築やイベン

トの実施、TV、雑誌、CM、小売店での店

頭プロモーション、ソーシャルネットワーク

サービスを使用したキャンペーンなどを行っ

ている。21年にはソーシャルネットワーク

サービスを通じたプレゼントキャンペーンや

同年６～８月にかけて軽井沢スペインポーク

フェアや夏のスペインポークフェアなどを行

った。

INTERPORCによると、日本向けキャン

ペーンの目的は、「スペインの輸出業者と日

本の輸入業者・消費者の双方にとってウィン

ウィンの協力関係を求め、長期的な協力関係

を構築し、信頼できる製品の供給源として、

スペイン産豚肉・豚肉製品を宣伝し続け、日

本市場でのシェアを拡大すること」としてい

る。また、輸入業者の信頼獲得や消費者のニ

ーズに対応するために、特に同協会の動物福

祉認証に基づく「WELFARECOMMITMENT

CERTIFIED」ラベル（図８）の使用を促進

したいとしている。この動物福祉認証は、動

物福祉、バイオセキュリティ、食品安全、持

続可能性、動物の健康、トレーサビリティな

どの側面を広範にカバーするスペイン白豚部

門の認証制度であり、スペイン産食肉の主な

輸入国における国際的なプロモーションに貢

献しているとのことである。

なお、日本向け輸出の課題としては、物理

的距離があり、冷蔵品の輸出はコストがかか

るため輸出品の大半が冷凍となる点や、日本

の消費者に他産地の豚肉と比較したメリット

などについてスペイン産製品を知ってもらう

必要がある点を挙げている。

８　おわりに

スペインは、EU域外向けの輸出需要を背

景に豚肉生産量が増加傾向で推移し、2021

年にはドイツを抜いてEU最大の豚肉生産国

となった。一方で、同国の豚肉需給バランス

を取るためには豚肉輸出が重要な要素となっ

ている。そのような状況の中、ドイツでのア

フリカ豚熱の発生により、同国産豚肉の代替

として中国向け輸出量が大幅に増加した。今

ではEU域内よりもEU域外向けの豚肉輸出量

が多くなったものの、近年の輸出量の増加は、

中国からの需要の増加に伴うものであると指

摘されている。

今後の課題として、豚肉生産量の増加傾向

は依然として続いているものの、中国でのア

フリカ豚熱からの養豚生産の回復に伴い輸出

量の減少が続いていることから、輸出市場の

多様化が必要とされている。

また、欧州委員会は３月23日にロシアの

ウクライナ侵攻に伴い輸入穀物価格の上昇に

苦しむ生産者に対する総額５億ユーロ（691

億円）の支援を含む食料安全保障強化対策を

発表した。飼料原料を輸入に頼っているスペ

インにおいて、世界的な輸入穀物価格の上昇

が生産面や輸出面に対して今後どの程度影響

を及ぼすか注目される。

図８　INTERPORCの動物福祉ラベル
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